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第１８回 東北発コンパクトシティ推進研究会 

開 催 レ ポ ー ト 

■ 第１８回 東北発コンパクトシティ推進研究会開催概要 

第１８回となる今回は、令和７年１０月２３日、２４日の２日間にわたり、対面形式で開催しました。１

日目に現地視察（大館市内）、話題提供（東北地方整備局）、事例紹介（株式会社シービジョンズ、合同会

社のしろ家守舎・能代市）、情報提供（東北経済産業局）、討議、２日目には、話題提供（東北運輸

局）、事例紹介（大館市、金川町・田園町住民コミュニティバス運営協議会）、討議という構成で行いまし

た。 

１日目は、３班に分かれて大館駅合築駅舎（駅なか交流センター）や観光交流施設「秋田犬の里」など大

館市内の現地視察を行いました。その後、東北地方整備局より「まちづくりと連携した空き家（空き地）の

管理・活用」について話題提供、株式会社シービジョンズより「僕らの町のコンテンツづくり」、合同会社

のしろ家守舎・能代市より「小さな幸せを育む官民連携―遊休不動産と公共空間の活かし方―」、東北経済

産業局より「令和７年度中心市街地・商店街等活性化施策の展開について」お話しいただきました。その

後、全体で問題・課題に関する討議を行いました。 

２日目は、東北運輸局より「地域公共交通のリ・デザインの実現に向けて」の話題提供、大館市より

「持続可能な公共交通の構築に向けた取組～大館版mobiプロジェクト」、会津若松市金川町・田園町住

民コミュニティバス運営協議会より「金川町・田園町住民コミュニティバス「さわやか号」の取組につい

て」お話しいただきました。その後、全体で問題・課題に関する討議を行い、アドバイザーの方々から

全体を通した講評をいただきました。 
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開催日：令和７年１０月２３日（木）１３：３０～１７：００ 

令和７年１０月２４日（水） ９：３０～１２：００ 

会 場：ルネッサンスガーデン プラザ杉の子 

主 催：東北発ｺﾝﾊﾟｸﾄｼﾃｨ推進研究会（事務局：国土交通省 東北地方整備局・東北運輸局） 

後 援：日本都市計画学会東北支部 

出席者：学識者および国、県、市町村の都市計画担当者、交通施策担当者 
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(学識者) 弘前大学 特任教授 北原 啓司 氏 

 東北大学 教授 姥浦 道生 氏 

 長岡技術科学大学 准教授 松川 寿也 氏 

 福島大学 准教授 村上 早紀子 氏 

 岩手大学 准教授 荒木 笙子 氏 
 

 

 
 
 
 
 

【１日目】  

１．現地視察（大館市内）････････････････････････････････････････････････････････Report1 

２．開会挨拶 

３．出席者紹介 

４．話題提供 

「まちづくりと連携した空き家（空き地）の管理・活用」･･････････････Report2 

（東北地方整備局 建政部 都市・住宅整備課） 

５．事例紹介 

「僕らの町のコンテンツづくり」･･･････････････････････････････････Report3 

（株式会社シービジョンズ 代表取締役 東海林 諭宣） 

「小さな幸せを育む官民連携 ―遊休不動産と公共空間の活かし方―」････Report4 

（能代市 企画部 移住定住推進課 課長補佐 堀口 誠、 

合同会社のしろ家守舎 代表社員 湊 哲一） 

６．情報提供 

「令和７年度中心市街地・商店街等活性化施策の展開について」･････････Report5 

（東北経済産業局 産業部 商業・流通サービス産業課） 

７．討議（１日目）･･･････････････････････････････････････････････････････････････Report6 

■ 開催日時・場所等 

■ 開催プログラム・配布資料等 
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【２日目】 

１.話題提供 

「地域公共交通のリ・デザインの実現にむけて」･･････････････････････････Report7 

（東北運輸局 交通政策部 交通企画課） 

２．事例紹介 

「持続可能な公共交通の構築に向けた取組～大館版mobi プロジェクト～」････Report8 

（大館市 建設部 都市計画課 交通政策係長 清田 寛人） 

「金川町・田園町住民コミュニティバス「さわやか号」の取組について」･････Report9 

（金川町・田園町住民コミュニティバス運営協議会 事務局長 二瓶 庄平） 

３．討議（2 日目）･･････････････････････････････････････････････････････････････Report10 

 

 

 

 
大館市より、秋田犬や曲げわっぱなど地域資源や文化を活かした「秋田県の北の玄関口にふさわしい魅力あ

る大館駅周辺のまちづくり」の取り組みとして「大館駅前地区都市再生整備計画事業」や「複合型賑わい・交

流拠点リノベーション事業」などについて、また、大館市役所周辺エリアでは、歴史的資源を守りながら地域

活性化を目指す「歴史的風致維持向上計画」による「歴史まちづくり事業」などについてご説明いただきまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Report1 【現地視察】 

大館市 建設部 都市計画課 

大館駅 駅なか交流センター わっぱビルヂング 

秋田犬の里 鉄道パーク 御成町南地区土地区画整理事業 
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東北地方整備局より、「まちづくりと連携した空き

家（空き地）の管理・活用」と題し、空き家対策に関

する施策と制度改正の動向について紹介しました。 

主に、令和5年度の法改正により「空き家等活用促

進区域」や「空き家等管理活用支援法人」の制度が創

設され、重点的な対策や官民連携による利活用が可能

となった点について説明しました。また、コンパク

ト・プラス・ネットワークや立地適正化計画との連動

により、持続可能な都市構造への転換を図る必要性が

強調され、自治体・民間・地域住民の協働によるまち

づくりの重要性について話題提供しました。 

 

 

株式会社シービジョンズ代表取締役の東海林氏より、

「僕らの町のコンテンツづくり」と題して、秋田市亀の町

を中心とした空き家・空き空間の利活用事例についてご紹

介いただきました。 

人口減少や空き家の増加といった地域課題に対し、飲食

店やシェアオフィスの開設、倉庫改修による複合施設の設

計など、デザインと事業を通じたエリアリノベーションに

ついてお話しいただきました。地元オーナーとの信頼関係

構築や、地域住民・事業者との協働が、空き店舗の再生に

つながっていることをお話しいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Report3 【事例紹介】 

僕らの町のコンテンツづくり 

株式会社シービジョンズ 代表取締役 東海林 諭宣氏 

【ＰＤＦ資料】 

Report2 【話題提供】 

まちづくりと連携した空き家（空き地）の管理・活用 

東北地方整備局 建政部 都市・住宅整備課 

【ＰＤＦ資料】 

http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/contents/suishinkenkyuukai/18/siryou/siryou02.pdf
http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/contents/suishinkenkyuukai/18/siryou/siryou01.pdf


5 
 

 

能代市 企画部 移住定住推進課 課長補佐 堀口氏、合同

会社のしろ家守舎 代表社員 湊氏より、「小さな幸せを育

む官民連携、遊休不動産と公共空間の生かし方」と題し

て、地域イベント「のしろいち」や空き店舗活用の取組を

ご紹介いただきました。 

チャレンジの場や小さな仕事づくりの支援、補助金に頼

らず協賛金で運営し地域資源を活かした取組、子どもたち

が地域に関わることで街への愛着を育むきっかけになるこ

と等についてお話しいただきました。 

Report5 【情報提供】 

令和7年度 中心市街地・商店街等活性化施策の展開について 

東北経済産業局 産業部 商業・流通サービス産業課 

 

東北経済産業局より、「令和7年度 中心市街地・商

店街等活性化施策の展開について」と題し、中心市街地

活性化施策についてご紹介いただきました。  

主に、地域ビジョン策定や事業推進体制、事業の推進

等を支援する商店街等活性化支援事業、地域の総合的な

コーディネーター役を担える人材を育成するための人材

育成講座「マチスタート」の実施方針が示されました。

さらに、まちづくりセミナーや交流会の開催、商店街表

彰2026、IT導入補助金や省力化投資補助金など、商店街

やまちづくり会社が活用可能な支援メニューについても

ご紹介いただきました。 

シービジョンズ、のしろ家守舎等の事例紹介を踏ま

え、プレイヤーの連携、まちなかにおける空き家対策と

まちづくりという2つのテーマで全体討議を行いました。 

登壇者だけではなく、県、市町村の都市計画担当者か

らも現状や課題点をお話しいただきました。北原教授か

らはプレイヤーの連携について、空き家や所有者不明土

地の課題に対し、データバンクやエリアプラットフォー

ムを活用し、市民・大学・不動産業が連携して居場所づ

くりや都市再生を進める必要性がある点についてお話し

いただきました。 

【ＰＤＦ資料】 

Report4 【事例紹介】 

小さな幸せを育む官民連携 ―遊休不動産と公共空間の活かし方― 

能代市 企画部 移住定住推進課 課長補佐 堀口 誠氏、合同会社のしろ家守舎 代表社員 湊 哲一氏 

【ＰＤＦ資料】 

Report6【全体討議】  

http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/contents/suishinkenkyuukai/18/siryou/siryou04.pdf
http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/contents/suishinkenkyuukai/18/siryou/siryou03.pdf
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◆東北大学 教授 姥浦 道生 氏 

（まちづくりへの学生の関与に関する質問も踏まえて）学

生が地域に入ることで、住民との関係性が柔らかくなり、ま

た、学びの場としても機能するなど多くのメリットがある。

学生は企画段階から関与することで力を発揮できる可能性が

ある。学生の得意分野を把握しつつ、個人・組織として継続

的に関わる仕組みづくりが重要である。 

 

 

◆長岡技術科学大学 准教授 松川 寿也 氏 

（まちづくりへの学生の関与に関する質問も踏まえて）空

き家活用に学生を関与させることは有効な手段の一つだが、

学生の専門性や地域との関係性を踏まえ慎重に進める必要が

ある。過去の事例では、留学生によるシェアハウス提案が地

域住民の反発を招いたこともあり、活用の必要性や影響を十

分に考慮すべきである。 

空き家の利活用だけでなく、郊外開発の抑制や都市計画の

見直しといった構造的な課題への対応が不可欠であり、空き

家の活用という手段と持続可能な地域づくりという本来の目

的とをはき違えないことが重要である。 

 

 

◆福島大学 准教授 村上 早紀子氏  

福島市では、駅前通りの空間を活用した社会実験が行わ

れ、飲食店前の道路空間を「まちのテラス」として開放する

取組が行われている。こうした小さな実践が、通り全体の再

生や他拠点への展開につながる可能性があり、制度の活用と

人の巻き込みによって、まちの居場所づくりが進んでいくこ

とが期待される。人の笑顔や成長が空間の再生とともに記憶

されることが、まちづくりの価値を高める要素であると感じ

た。 

【全体討論における総評】 
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◆岩手大学 准教授 荒木 笙子氏 

空き家対策については多くの自治体が悩んでいると思う

が、事例紹介を通じて、空き家や空き地がまちの活性化の起

点となる可能性が示された。特に歩道空間の利活用など、空

間の使い方次第で地域の魅力を引き出せる点が印象に残っ

た。また、行政と民間の連携においては、信頼関係を築きつ

つ徐々に周囲を巻き込んでいくことが重要であることを再認

識した。 
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Report7 【話題提供】  

地域公共交通のリ・デザインの実現にむけて 

東北運輸局 交通政策部 交通企画課 

 

東北運輸局より、「地域公共交通のリ・デザインの

実現に向けて」と題して、コンパクト・プラス・ネッ

トワークの理念に基づく交通施策とまちづくりの連携

事例について紹介しました。 

宇都宮市や富山市などの事例では、都市機能の集約

と交通軸の整備を連動させることで、地価上昇や税収

増などの成果が得られており、制度活用による地域公

共交通の再構築が進められていることや、スクールバ

スや企業シャトルバスなど既存の輸送資源を活用した

柔軟な運用事例も紹介され、地域の実情に応じた制度

設計と、まちづくりとの連携が今後の交通施策におけ

る重要な視点である点について話題提供しました。 

 

大館市建設部都市計画課より、「持続可能な公共交通の

構築に向けた取組～大館版mobiプロジェクト～」と題し

て、AIオンデマンド交通を活用した取組をご紹介いただき

ました。 

大館市では人口減少や高齢化に伴う移動課題に対応する

ため、中心市街地の公共交通空白地を対象に、スマートフ

ォン予約による小型車両の運行を実施されており、 福祉や

教育分野との連携、買い物支援など多面的な取組を通じ

て、地域の移動ニーズに応える交通モードの確立を目指さ

れていることについてお話いただきました。

【ＰＤＦ資料】 

Report8 【事例紹介】 

持続可能な公共交通の構築に向けた取組～大館版mobi プロジェクト～ 

大館市 建設部 都市計画課 交通政策係長 清田 寛人氏 

【ＰＤＦ資料】 

http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/contents/suishinkenkyuukai/18/siryou/siryou05.pdf
http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/contents/suishinkenkyuukai/18/siryou/siryou06.pdf
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金川町・田園町住民コミュニティバス運営協議会より、

「金川町・田園町住民コミュニティバス「さわやか号」の

取組について」と題し、地域主体によるコミュニティバス

の維持・活性化に向けた取組についてご紹介いただき

ました。 

 公共交通空白地であった金川町において、地域住民が中

心となって運営協議会を立ち上げ、バス事業者や市と連携

しながら、運行計画や利用促進策を継続的に実施してきた

経緯や、ランチ会や体験乗車会などの交流活動を通じて地

域の賑わい創出に寄与している様子などをお話いただきました。  

大館市と金川町・田園町の事例を踏まえて、全体討議

を行いました。  

大館市の事例については、AIオンデマンド交通

「mobi」の導入にあたり、交通事業者との調整や収支へ

の懸念を乗り越え、料金体系の見直しや広告収入の確保

を通じて本格運行に至った経緯と、待ち時間対策や利用

者アンケートの継続実施など今後の課題について活発な

意見交換が行われました。 

また、金川町・田園町の事例については、市は制度

設計や財政支援を含め、今後も継続的な支援を行う方

針である一方、今後の担い手について考えていく必要が

あるというご意見を述べられました。 

 

 

 

◆岩手大学 准教授 荒木 笙子氏 

地域公共交通の議論を通じて、単に移動手段を維持するだけで

なく、交通の選択肢が増えることで地域の暮らし方そのものが変

化し得る可能性を感じた。特に金川町の事例では、移動をきっか

けとした人と人との交流が生まれ、地域づくりに寄与している様

子が印象的であった。人と場所の関係性を再構築する手段とし

て、公共交通が果たす役割の大きさを改めて認識した。 

Report9 【事例紹介】 

金川町・田園町住民コミュニティバス「さわやか号」の取組について 

金川町・田園町住民コミュニティバス運営協議会 事務局長 二瓶 庄平氏 

【ＰＤＦ資料】 

Report10 【全体討議】 

【全体討議を通した総評】 

 

http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/contents/suishinkenkyuukai/18/siryou/siryou07.pdf
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◆福島大学 准教授 村上 早紀子 氏  

「mobi」の本格運行が始まった今、今後の改善や計画見直

しにあたっては、交通事業者との丁寧な協議が不可欠である

と考えている。交通政策は制度設計だけでなく、地域の責任

と主体的な関与を伴って進める必要がある。 

 

 

 

 

◆長岡技術科学大学 准教授 松川 寿也 氏  

公共交通の整備は、単に交通手段の提供にとどまらず、住

民の住まい方や施設配置といった都市づくりの視点からも考

えることが重要であると感じた。特に小学校再編に伴う通学

手段の確保など、子どもや送迎する現役世代の移動にも目を

向ける必要がある。AIによる交通最適化も必要かもしれない

が、都市構造そのものが交通の可能性を左右するため、都市

の設計と交通政策を一体的に捉えることが求められる。 

 

◆東北大学 教授 姥浦 道生 氏  

都市の中心部では市町村が主体となって交通システムを構

築する一方、周辺部では地元住民との協働によるまちづくり

型の交通支援が求められる。交通は単なる移動手段ではなく

地域づくりの一環として捉えるべきであり、次世代や見守り

の視点も含めた多面的な取組が必要である。今回の会議で挙

がった事例を通じて、交通が地域を支え、また地域が交通を

支えるという双方向の関係性を再認識する機会となった。 

 

 

◆弘前大学 特任教授  北原 啓司 氏  

今年度から都市計画部局と公共交通部局が合同で参加する

体制が始まり、まちづくりと地域交通の連携がより深まった

と感じている。小さな取組が波及効果を生み、地域空間の変

化につながる可能性や、顔の見える関係性が交通を支えてい

る実感が共有された。スクールバスや市営バスの活用、複数

の交通手段の組み合わせによる選択肢の創出など、柔軟な交

通ネットワークの構築が都市の可能性を広げる鍵であること

に改めて気づかされた。 


